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論文の要旨及び判定理由 

 

 

本研究では、in-vitroでさまざまながん細胞における冷凍アブレーションの効果を評

価した。由来の異なる８種類のがん細胞株にルシフェラーゼを発現させ、冷凍アブレ

－ションによるルシフェリンによる化学発光の変化を細胞活性の変化としてBiolumin

escence Imaging により評価した。冷凍アブレーションは、-45℃、-60℃、-80℃での

 1 回、2 回、または 3 回の凍結融解サイクルで行った。 1 回サイクルでは-45℃で

はMelanoma以外の細胞では効果（発色低下）があった。-60°C および -80°C ではす

べての細胞で効果が認められた。2 回および 3 回のサイクルでは -45°C を含むすべ

ての温度で効果が認められた。以上から、最適な冷凍アブレーションプロトコルは、

がん細胞によって異なっていることが分かった。興味深いのは、ほとんどの細胞株が

処理後に生物発光シグナルが低下したにもかかわらずMelanomaのみは対照群よりも高

い生物発光シグナル（-45℃ １回サイクル）を示したことである。理由は明らかでは

ないが細胞死を生じなかったMelanoma細胞の細胞膜が、ぜい弱になりルシフェリンの

取り込みが増加した可能性が考えられる。本研究は、今後のがん治療の発展に貢献す

る可能性が高いと認められ、博士（医学）の学位に値するものと判定した。     
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最終試験の結果の要旨 

 

 冷凍アブレ－ションが腎臓がん以外にどのような用途に使われるかについて,および

冷凍アブレ－ションよる副作用について試問し,満足すべき解答を得た。 
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